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}
れ
ぞ
J

V
大
手
と
地
元
が

体

qd 
の良直接伝

新
緑
の
候
、
折
か
ら
の
雨
の
中
、
浜
松
駅
に
降
り
立
っ

た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
副
題
に
も
あ
る
『
晴
れ
の
日
も
雨

の
日
も
』
は
建
設
通
信
新
聞
の
担
当
者
が
つ
け
た
も
の
で

あ
る
。
す
ば
ら
し
い
タ
イ
ト
ル
だ
と
初
め
は
感
じ
た
が
、

こ
の
タ
イ
ト
ル
の
お
か
げ
か
、
前
回
の
広
島
は
雪
、
こ
の

日
は
雨
。
し
か
し
、
現
場
は
休
ま
ず
動
い
て
い
た
。
訪
ね

た
の
は
「
浜
松
篠
原
海
岸
津
波
対
策
施
設
等
整
備
事
業

(
海
岸
)
工
事
(
試
験
施
工
そ
の
1
)
」
で
、
施
工
は
酉

松
建
設
・
須
山
建
設
・
中
村
組
J
V
。
今
回
お
世
話
い
た

だ
い
た
地
元
の
中
村
組
は
、
試
験
施
工
を
踏
ま
え
た
本
体

工
事
の
受
注
が
決
ま
っ
て
い
る
。

|浜松篠原海岸津波対策施設等整備事業(海岸)工事(試験施工1)I 
西松建設・須山建設・中村組 JV

東
日
本
大
震
災
か
ら
早
い
も
の
で
3
年
が
経
過

し
た
。
い
ま
で
も
、
そ
の
時
の
津
波
の
映
像
は
鮮

明
に
残
っ
て
い
る
。
多
く
の
尊
い
人
命
が
一
瞬
の

う
ち
に
失
わ
れ
、
筆
者
の
長
い
役
人
生
活
の
中
で

最
も
つ
ら
い
災
害
で
あ
っ
た
。

当
時
筆
者
は
国
土
交
通
省
技
監
の
職
に
あ
っ

た
。
海
岸
・
港
湾
は
そ
の
機
能
の
一
部
を
発
揮
し

た
が
、
津
波
の
威
力
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
姿
を
肝

に
命
じ
、
明
治
・
昭
和
三
陸
地
震
の
教
訓
も
踏
ま

え
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
を
総
動
員
し
、

L
2

外
力
に
対
し
て
『
一
線
防
御
か
ら
多
重
防
御
』
に

転
換
せ
よ
と
、
担
当
部
局
へ
指
示
し
た
こ
と
を
昨

日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
し
た
。
こ
の
浜
松
は

お
そ
ら
く
、

L
2対
応
の
防
潮
堤
を
築
造
す
る
全

国
初
の
ケ
l
ス
で
あ
る
。

当
日
は
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
静
岡
県
浜
松
土

木
事
務
所
の
内
田
光
一
技
監
に
も
現
場
に
来
て
い

た
だ
き
、
事
業
全
体
の
説
明
を
伺
っ
た
。
こ
の
事

業
で
は
C
S
G
工
法
を
採
用
す
る
。
今
回
の
試
験

施
工
は
、
砂
れ
き
と
セ
メ
ン
ト
の
混
合
比
の
決
定

を
合
め
、
今
後
の
本
体
士
事
を
合
理
的
・
経
済
的

に
進
め
る
た
め
の
も
の
だ
。

ま
た
、
J
V
筆
頭
の
西
松
建
設
は
、
ダ
ム
な
ど

で
C
S
G
工
法
の
多
く
の
経
験
を
持
っ
て
お
り
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
地
元
建
設
会
社
に
移
転
し
、
本

体
工
事
の
大
部
分
を
担
う
地
元
企
業
が
、
万
全
の

技
術
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
大
き
な
目
的
の
一

っ
と
言
え
る
。

現
場
所
長
は
酉
松
建
設
の
児
玉
和
幸
氏
。
そ
の

下
で
主
任
技
術
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
の
が
、

町
眠
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地
元
浜
松
市
の
中
村
組
の
石
田
孝
氏
で
あ
る
。
石
試
験
工
事
で
は
、
基
礎
地
盤
改
良
と
し
て
N
値

田
氏
は
、
既
に
受
注
が
決
定
し
て
い
る
本
体
工
事
日
を
目
標
に
、
浅
層
混
合
処
理
工
法
で
あ
る
パ
ワ

一
の
現
場
代
理
人
に
就
任
す
る
と
の
こ
と
。
ご
の
場

l
ブ
レ
ン
ダ
1

工
法
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
工

一
に
は
1
9
1
0年
創
業
の
中
村
組
の
中
村
嘉
宏
社
法
は
、
筆
者
が
よ
く
知
る
愛
知
県
の
加
藤
建
設
が

一
長
、
小
粥
孝
政
取
締
役
土
木
部
長
に
も
忙
し
い
中
、
特
許
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
後
C
S
G製
造
、
敷

出

席

い

た

だ

い

た

。

き

均

し

、

締

め

固

め

を

経

て

天

端

コ

ン

ク

リ

ー

ト

筆
者
が
建
設
省
技
術
調
査
室
に
勤
務
し
て
い
た
被
覆
を
行
う
。
工
事
は
順
調
に
進
捗
し
、
訪
問
し

叩
岱
刷
半
の
こ
ろ
、
先
代
社
長
で
現
社
長
の
父
上
、
た
日
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
被
覆
の
完
成
目
だ
っ
た
。

故
中
村
進
氏
と
何
度
も
お
会
い
し
た
。
数
年
前
に
・
石
田
氏
の
施
工
に
関
す
る
説
明
は
一
点
の
よ
ど

亡
く
な
ら
れ
た
が
、
先
代
社
長
は
当
時
、
土
木
施
み
も
な
く
、
施
工
技
術
を
十
分
に
自
分
の
も
の
と

工
管
理
技
土
の
技
術
向
上
と
処
遇
改
善
に
、
ま
さ
し
た
、
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
当
然
、

一
に
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
、
筆
者
か
ら
の
質
問
に
も
的
確
に
対
応
い
た
だ
い

全
国
土
木
施
工
管
理
技
士
会
の
社
団
法
人
他
に
心
た
。

血

を

注

が

れ

た

。

児

玉

所

長

の

長

年

の

経

験

で

培

わ

れ

た

技

術

現場の説明を受ける筆者(右〉

幼
少
期
の
体
験
、
現
場
に
自
然
と
導
く

一
客
室
告
が
中
部
地
方
整
備
局
長
時
代
の

2
0
0
8

畏
、
年
日
月
、
全
国
に
先
駆
け
て
建
設
I
C
T導
入
研

閉
一
究
会
を
発
足
さ
せ
た
。
い
わ
ゆ
る
情
報
化
施
工
を

見
先
兵
に
、
現
場
へ
の
I
C
T導
入
を
積
極
的
に
推

進
す
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
ほ
か
の

地
整
が
情
報
化
施
工
推
進
会
議
な
ど
を
設
立
し
た

が
、
中
部
地
整
だ
け
は
建
設
I
C
T導
入
普
及
研

究
会
と
名
称
を
変
え
、
現
在
3
9
4者
が
参
加
し

て
い
る
。
参
加
数
と
し
て
は
全
国
一
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
牽
引
し
て
き
た
中
部
地
整
職
員
の
皆
さ

ま
の
意
欲
と
努
力
に
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て

敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

設
立
当
初
の
研
究
会
で
自
の
色
を
変
え
て
賛
同

し
、
自
ら
の
会
社
で
と
意
欲
を
示
し
た
人
の
一
人

が
中
村
社
長
で
あ
る
。

現
場
を
離
れ
、
中
村
組
本
社
で
今
後
の
本
体
工

事
に
向
げ
た
方
針
を
中
村
社
長
、
小
粥
部
長
、
そ

し
て
監
理
問
術
者
に
な
る
予
定
の
寺
田
智
秋
土
木

寺田氏 中村社長小粥部長

。
会
社
は
家
族
、
深
い
粋
で
つ
な
が
る

筆
者
か
ら
は
『
一
ニ
方
良
し
』
を
実
践
し
、
ま
た

働
く
人
が
誇
り
を
持
ち
、
生
き
生
き
と
仕
事
を
す

る
た
め
、
マ
施
工
情
報
の
整
理
マ
現
場
サ
ポ
ー
ト

役
と
し
て
の
本
社
の
役
割
マ
C
C
T
Vに
よ
る
市

民
に
対
す
る
「
現
場
の
見
え
る
化
」
の
工
夫
マ
ダ

ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
土
砂
運
搬
で
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

G
P
S
に
よ
る
運
行
管
理
V
一
歩
進
ん
だ
安
全
管

理
ー
ー
な
ど
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
議
論
が

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

議
論
の
時
で
も
中
村
社
長
、
小
粥
部
長
、
寺
田

課
長
の
自
の
輝
き
は
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
り
、

そ
の
輝
き
の
奥
に
は
、
先
代
中
村
社
長
の
姿
が
見

え
た
気
が
し
た
。
仕
事
へ
の
情
熱
は
も
と
よ
り
、

現
場
で
働
く
人
を
大
事
に
さ
れ
た
先
代
社
長
の
魂

が
、
い
ま
の
会
社
に
も
脈
々
と
受
げ
継
が
れ
て
い

る
の
を
感
じ
、
胸
が
熱
》
¥
な
る
思
い
で
あ
っ
た
。

「
す
ば
ら
し
い
仕
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

の
エ

l
ル
を
送
り
、
雨
の
浜
松
を
後
に
し
た
。

i_輔踊輔副厩雪崩醤幡ーi
l 地元に恩返しがしたい 。浜松

(市創業の大手住宅メ カ一、一条工

l務j苫グループの寄付金300億円をも

!とに、同市治岸域で最大クラスの

i Iレベル2津波」相当に対応できる

l防潮堤の建設が本格化しようとして

1いる。

2012年 6月lこ同社と静岡県、浜松

l市の3者は、防潮堤整備に関する基 1

;本合意を締結。県が工事を担当し、 1 

j市が必要な土砂を提供することなど

lが決められた。

l 工事区聞は、浜名湖入り口東岸か

iら天竜川西岸までの約17.5キロ。早期

l完成を目指すため、用地買収が不要

;な保安林区域の官地内に防潮堤を築

(くことにした。高さ13向程度の長大

i堤が後背地の安全・安心を守るo

建設に当たっては保安林の再生が

!可能で、湾聖波や地震に対しても十分

!な強度を持つ ICS G工法」を採用 l

lする。 CSGは土砂とセメントを混 1
1合したもので、近年はダム工事でよ i

iく使われている。

! この現場では、約25キロ離れた阿蔵 i

l山の土砂をCSGの母材としつつ、

i現地の浜砂も活用する。これにより、 l

j運搬土砂の全体量を3割程度縮減で

|きるという。

i 防潮堤のコアとなる CSGの幅は

i約20向。一定区間ごとに、現場で製

;造したCSGを順次敷き詰め、最終

!的には40層程度を積み上げて高さ13
: ~Ñの CSG堤を築く。一部区聞は堤
i 高を15~;;;まで引き上げる計画だ。そ
!の後、周囲に盛土・覆土を施し、防

;風や防砂、潮害防備だけでなく、環

j境・景観に配慮した市民憩いの場と

lなるよう樹木を植える。

! 県が試算したレベル2津波に対す i

iる防潮堤の減災効巣によると、イ可も i
lしなければ1， 468錦に及ぶとされる l
i宅地の浸水区域は、 270持へと約8:
j割低減できる。ほとんどの区域は浸 i

j 水深 2~;;;未満に抑えられ、 2旬以上 l
;の区域は実に98%低減 を見込む。:

中
村
社
長
の
話
も
印
象
的
だ
っ
た
。
新
入
社
員

の
リ
ク
ル
ー
ト
に
当
た
っ
て
は
、
社
員
が
親
類
縁

者
友
人
に
声
を
か
け
、
そ
の
子
弟
の
入
社
を
促
す

努
力
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

会
社
の
誇
れ
る
点
を
問
う
と
、
「
社
員
一
人
ひ

と
り
が
真
面
目
に
仕
事
に
取
り
組
み
、
熱
意
を
持

ち
、
堅
い
仕
事
を
し
て
い
る
」
と
の
答
え
で
あ
っ

た
。
現
場
を
思
う
心
意
気
に
、
久
し
ぶ
り
に
す
が
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